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読書会
1/14（火）
1/28（火）
13時半

写経会
1/5（日）
13時半

映画会
しばらく
休止します

★今年もみんなで作る琉游舎をよろしくお願いいたします

★定例会は読書会 写経会をやっていきます

★皆さんのこんなことしたい あんなことやりたいがあったら お知ら

せください 是非一緒にやっていきましょう

●写経会は毎月第一日曜日に行います。初めての方も写経に必要な道具一式ご用意していま

す。手ぶらでお越し下さい。手本をなぞる方法、経文を隣に置いて白紙で写経する方法など、

お好みの方法で写経して下さい。文字に一心に向かい合っていると１時間という時間はあっ

という間です。

●読書会は法華経、歎異抄、般若心経、ダンマパダ、立正安国論、阿弥陀経と読んできまし

た。現在は法華経を再び読んでいます。前回読んだところを再度復習をしながら毎回進んで

いきます。ゆっくり読みながら雑談会です。テキスト・資料をご用意してお待ちしています。

●映画会は暫く休止します。皆さんから再開の要望があればまた始めたいと思います。
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狂言綺語…行く年来る年
年末年始の様相も以前とはずいぶん変わりしました。学生時代に東京で一人の正月を過ごしたことがあり

ます。電車は動いているものの、お店は何処も閉まっていてチェーンの喫茶店が開いているだけ、しかも３
が日は通常のコーヒーの４倍くらいする正月特別価格で、到底そこでの軽食すら学生の分際では望むべくも
ありませんでした。コンビニは草創期で見つかるはずもなく、盆と正月は東京にいるものではないと、つく
づく思った次第です。ところがいつの間にかデパートもスーパーも元旦から営業を始めるようになり、正月
は何処に行っても人で溢れかえるようになりました。年末年始は実家で一族揃ってゆっくり過ごすという習
慣はいつの間にか消えていったようです。最近は家族揃って実家に帰省するのではなく、夫と妻はそれぞれ
の実家に別れて帰省するようです。子供はどちらについて行くのでしょう。保守派が日本的家族制度の維持
といって選択的夫婦別姓や女系天皇に反対しても、庶民生活ではとうに日本的家族制度は崩壊しているよう
です。制度は常に現実の庶民生活の変化を後追いして変わらざるをえなくなってくるものでしょうから、早
晩夫婦別姓も女系天皇も認めていかなくてはならなくなるでしょう。私は制度としての家族はなくなっても
よいと思いますが、家族そのものの関係を改めて実感する機会として年末年始は貴重な時間だと考えます。
会社に入ったばかりの頃聞いた話では、当社では昭和40年代頃までは元旦に新年式を行い、終了後各取引

先回りに赴いていたとのこと、元旦から御用聞きに回れば取引先も悪い気はしないでしょう。競合他社に先
駆け優位を保つために「鬼十則」という行動規範を掲げ、社員全員にその額を配布する会社は、現在の労働
環境からすると到底受け入れられないでしょう。しかし私は辛いともいやだとも感じたことが一度もありま
せんでした。その昭和の時代らしい行動規範が昭和世代の私には共感できるものだったことは間違いありま
せん。入社当時は元旦出社はなくなっていましたが、年末の29日は得意先回りでも酒を振る舞われ、戻って
からの仕事納めでも仲間と酒を飲み、家に戻るのはたいてい日付が変わっていました。4日の仕事始めもま
た同じことの繰り返し。年末年始は酒の途切れる時がなかったことと、人に会って挨拶をしての繰り返し、
ほっとしたひとときが大晦日から元旦を家族とともに実家で過ごす時間だった様な気がします。強引に聞こ
えるかも知れませんが、行く年を酒を酌み挨拶を交わすことで1年間たまった関係の澱を浄め、来る年を酒
を酌み挨拶を交わすことで関係の再生した未来を迎えていたのです。私が過ごしたビジネス社会では、挨拶
と酒が浄めと再生の儀式となり、関係の継続を可能にしていたのではないかと、そして家族と過ごす年また
ぎの静謐な時が、過去（行く年）と未来（来る年）を繋ぐ架け橋になっていたのではないかと、今にして思
います。正月は浄めと再生の時、年越しは歳を重ね、行を重ね、それをも一度「無」にして、また、歳を重
ね行を重ねる繋ぎ目の時、と言えば大仰に聞こえるかも知れませんが、数え年が年齢を表した時代は誰もが
正月に歳を一歳ずつ積み重ねました。誰もが元旦に再生再誕することの現れだったのかも知れません。単な
る長期休暇の期間としてしまうには、正月の存在は余りにも多くのことを私たちに語りかけてきます。歳を
重ね行を重ねるごとに異なって聞こえる正月の言葉に、今年も耳を傾けることが私の行く年来る年なのです。
日蓮聖人も信者に正月を迎えた喜びを手紙に残しています。「満月のごとくなるもちい二十、かんろのご

とくなるせいす一つつ、給び候い畢わんぬ。春のはじめの御悦びは、月のみつるがごとく、しおのさすがご
とく、草のかこむがごとく、雨のふるがごとしと思しめすべし（四条金吾殿御返事、1月7日）」年末に餅と
酒を頂いたお礼の言葉の後に、自然の摂理を挙げて正月の喜びはそれと同じようだと語っています。「正月
の一日は、日のはじめ、月の始め、としのはじめ、春の始。此れをもてなす人は、月の西より東をさしてみ
つがごとく、日の東より西へわたりてあきらかなるがごとく、とく（徳）もまさり、人にもあいせられ候な
り。（重須殿女房御返事、1月5日）」こちらも自然の摂理に喩えて、正月を大切にする人は徳を積み人から
愛されるのですと語っています。正月を迎え喜ぶことは自然の摂理、つまり宇宙のはからい、ありのままに
あることです。それが人のありのままの振る舞い、そして徳のある行いであるのです。日蓮聖人の時代から
変わらず、正月は過去を諦め（明らかにし）、今を観て、未来を知るときだったのではないでしょうか。
経文では「已今当（いこんとう）」が頻繁に出てきます。已は過去、今は現在、当は未来をさす言葉です。

例えば法華経法師品第10に「我が説く所の経典は無量千万億にして、已に説き、今説き、当に説くべし。而
も其の中に於いて、此の法華経は最も為れ難信難解なり」法華経の伝統的な解釈では過去の説法（已説）は
法華経以前に説かれた諸経、現在の説法（今説）は法華経と同時期の無量義経、未来の説法（当説）は法華
経より後に説かれた涅槃経などをさすと解釈しています。法華経を最上の経とする宗派ではこの経文が根拠
となっているのですが、この経文から法華経が唯一の正しい教えだと主張することが信行の道を歩むものに
取って如何ばかりかの意味があるのでしょう。そもそも経文の優劣を競うことは無意味です。経文は仏説で
すが仏説は歴史上の釈迦牟尼が説いた言葉ではありません。「已」に説いた仏説を包摂しつつ「今」に
「空」にし「当」に再誕したものが経文として私たちの前に示されているのです。已今当の説法も、已にあ
る仏の言葉を諦め（明らかにし）、今にその経文を引き当てて、当にこれからの法を説くことの繰り返し
だったのです。それが私たちが仏の道を歩むことなのです。仏の言葉は固定された唯一無二の実在と思うか
ら優劣が必要になるのです。今に生きる私たちがその仏の言葉をありのままに信受したとき、已今当の法が
私の信行となるのです。信行が絶え間ない再誕の繰り返しであるように、私自身の在りようも再誕生の繰り
返しです。それを自覚するときのひとつがこの行く年来る年の時なのでしょう。合掌。


